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＜１月２２日共同記者会見資料＞ 

 

藤沢市と慶應義塾大学との連携等協力協定に基づく討論型世論調査・共同記者会見  

 

総合計画の策定をふまえた全国で初めての討論型世論調査 

「藤沢のこれから、１日討論」の実施 

       

１ 本企画の目的 
藤沢市では新総合計画の策定に当たり、地域経営戦略100人委員会や「藤沢のこれから、 

１日討論」など、さまざまな方法で、幅広く藤沢市民の「声」を集めることを目標に掲げて

います。 

「藤沢のこれから、１日討論」は、無作為抽出により、現在の藤沢市民がどのような意見

や関心を持っているかを探る世論調査の手法の一種です。無作為抽出により、本市の未来や

地域の活動に興味を持っていても、なかなか参加する機会がない市民の皆さんの声を抽出し、

新総合計画に反映していくための会議です。 

会議の実施に当たっては、昨年10月19日に締結した藤沢市と慶應義塾大学との連携等協力

協定に基づき、慶應義塾大学ＤＰ研究会（代表 曽根泰教 大学院政策・メディア研究科教

授）の協力を得て、討論型世論調査（Deliberative Polling®）という新たな調査手法を用

いて、藤沢市民の意見はどちらを向いているかを把握することを目的とします。 

 

２ 討論型世論調査（Deliberative Poling ）の基本的な流れ 

討論型世論調査に当たっては、無作為抽出した対象者3,000人に郵送でアンケートを行い、

1,200 名以上の回答を得ています。その中から「藤沢のこれから、1 日討論」（1 月 30 日開

催）の討論フォーラムへの参加希望者を募ったところ、予想した200名を超え、現時点で約

300名の参加予定です。丸１日かけて集中討論を行うことにより、市民の意見や選好などが、

討論や専門家からの情報提供を受けて、どのように変化するのかを分析し、「藤沢の市民」

の意見を探ることを目指します。 

 

１．藤沢市民に対して、「藤沢のいま」、
「藤沢のこれから」をテーマとする世論調査
を行う（無作為抽出の３０００人に対して
アンケートを発送）

２．回収されたアンケートは、
慶應義塾大学ＤＰ研究会が
分析（回収数１２００通程度）

３．アンケート回答者のなかから、「藤
沢のこれから、１日討論」の参加者を
募る
（参加予定者数３００人程度）

４．参加者には事前に討
論用資料（お読みいただ
いているもの）の送付

１０年１月１５日ごろ

０９年１２月末
０９年１２月４日 発送

１０年１月３０日（DP当日）

６．グループ討論

「藤沢のいま」、「藤沢のこれ
から」をテーマに討論を行う

（１グループ約１５人。司会は
トレーニングを受けたファシリ
テーターが行う）

７．全体討論

参加者がグループ討論で、疑
問に感じたこと、気になったこ
とに対して、各分野の専門家
が回答し、参加者に情報を与
える

８．討論終了後にアンケー
トを行い、参加者の意見
の変化を見る

９．結果を分析し、
すぐに公表する

０９年１２月末

５．討論前にアンケー
トを行い、参加者の意
見を確認

 
 

10年1月20日頃 

の送付 
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３ アンケート及び討論について 
 (1) アンケート及び討論の概要 

藤沢市民の「藤沢のいま」「藤沢のこれから」に対する意見を中心に調査します。 

「藤沢のいま」では、現状をどのように把握しているか、どちらに進むべきと考えてい

るかを調べ、「藤沢のこれから」では、大きな対立する選択肢についてどちらを選択する

のかを見出そうというものです。 
 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) 事前アンケート回収状況及び参加予定状況（１月21日現在） 

  ア 事前アンケート 

無作為抽出した市民3,000人を対象にアンケート及び討論会参加依頼文を発送 

  イ アンケート回収状況 

事前アンケート回収数 1,217 通（回収率 40.6%） 

ウ 参加予定者の状況 

(ｱ) 参加予定人数 参加者 308 名 

(ｲ) 参加予定者の男女比   男性 156 名、女性 152 名 

(ｳ) 参加予定者の年齢構成 

20歳代：6.7％、30歳代：19.1％、40歳代：22.7%、50歳代：18.9％、60歳代：18.9％、

70歳代以上:13.7% 
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４ １日討論の概要 
 

(1) 開催日時 2010年（平成22年）1月30日（土） 午前9時20分から午後5時30分 

(2) 会  場  慶應義塾大学湘南藤沢キャンパス（藤沢市遠藤5322番地） 

(3) 討  論 グループ討論と全体討論の２段階形式で行う。 

ア グループ討論 15人× 20 班程度での討論 

    イ 全体討論 グループ討論を踏まえての専門家への質問・意見 

     

司会   曽根 泰教 教授（慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科教授） 

      全体討論専門家(予定) 

午前 沼尾 波子  氏（日本大学経済学部教授）     

          田中美乃里  氏（特定非営利活動法人 地域魅力理事長）    

          菅  孝能  氏（藤沢市景観審議会会長）  

午後 増田 寛也  氏（元総務大臣、元岩手県知事） 

          福嶋 浩彦  氏（中央学院大学社会システム研究所教授） 

          沼尾 波子  氏（日本大学経済学部教授） 

 

(4) 当日のスケジュール 

  9:00-9:20  受付 

9:20-9:30  市長挨拶 

9:30-9:50  オリエンテーション・討論前アンケートの実施 

   10:00-11:30  グループ討論 (90分) テーマ「藤沢のいま」 

   11:40-12:50  全体討論 （70分） 

   13:00-13:45  昼食 

   13:45-15:15  グループ討論 (90分) テーマ「藤沢のこれから」 

   15:30-17:00  全体討論 (90分) 

   17:00-17:30  討論後アンケートの実施等 

 

５ 新総合計画への反映 
「藤沢のいま」では、現状把握と課題克服の方向と将来伸ばすべき分野についてのスタ 

ンスを調査します。 

「藤沢のこれから」では、今後、迫られることになりそうな政策の大きな方向性を調査

します。 

今回の調査結果については、藤沢市新総合計画（基本構想）の策定に当たり参考にしま

す。特に、十分な情報提供を受け、じっくり討論したあとの市民の意見がどこにあるのか

を重視します。 

 
 
 
 
 
 

 

事務担当 藤沢市経営企画部経営企画課 0466-50-3502 

     慶應義塾大学ＤＰ研究会 


